
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置の送受信回路における新たな回

路構成を提供する。

【解決手段】ハイブリッドＩＣ１０は、各振動素子ごと

に設けられ、送信回路モジュール１２と受信回路モジュ

ール１４を含んでいる。ハイブリットＩＣ１０は、基板

実装後に送信回路の出力パターンと受信回路の入力パタ

ーンが接続される事を考慮して、送信回路出力信号２３

の端子と、受信回路入力信号２４の端子が向き合うよう

に配置されることが望ましい。この配置方法により振動

素子までの送受信信号ラインをより短くすることができ

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 振 動 素 子 に 送 信 信 号 を 供 給 し て 受 信 信 号 を 取 得 す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路
に お い て 、
　 各 振 動 素 子 ご と に 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 設 け ら れ 、 同 じ 振 動 素 子
に 対 応 す る 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 隣 接 配 置 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 に お い て 、
　 同 じ 振 動 素 子 に 対 応 す る 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ
た 各 振 動 素 子 ご と の 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 に お い て 、
　 前 記 複 数 の 振 動 素 子 は 複 数 の 振 動 素 子 群 に 分 割 さ れ 、 各 振 動 素 子 群 ご と に 送 受 信 回 路 基
板 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 に お い て 、
　 前 記 各 振 動 素 子 ご と の 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル は 、 そ の 振 動 素 子 が 属 す る 振 動 素 子 群 に 対
応 す る 送 受 信 回 路 基 板 上 に 実 装 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 振 動 素 子 群 に 対 応 す る 複 数 の 送 受 信 回 路 基 板 は 、 互 い に 所 定 の 間 隔 を 空 け て
積 層 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 に お い て 、
　 前 記 各 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル は 、 電 磁 波 シ ー ル ド 材 で コ ー テ ィ ン グ さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 振 動 素 子 に 送 信 信 号 を 供 給 し て 受 信 信 号 を 取 得 す る 超 音 波 診 断 装 置 の
送 受 信 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 波 し て 被 検 体 内 の 組 織 か ら エ コ ー 情 報
を 取 得 す る 装 置 で あ る 。 超 音 波 の 送 受 波 は 、 プ ロ ー ブ 内 に 設 け ら れ た 振 動 素 子 に よ っ て 行
わ れ る 。 そ し て 、 そ の 振 動 素 子 に 送 信 信 号 を 供 給 し 、 ま た 、 振 動 素 子 か ら 受 信 信 号 を 取 得
す る の が 送 受 信 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 は 、 送 信 回 路 と 受 信 回 路 が 別 々 の 基 板 に 構 成 さ れ る
こ と が 一 般 的 で あ っ た 。 図 ４ は 、 従 来 の 一 般 的 な 送 受 信 回 路 の 基 板 構 成 を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。 図 ４ に 示 さ れ る 送 受 信 回 路 で は 、 送 信 専 用 基 板 ５ ０ と 受 信 専 用 基 板 ５ ２ が そ れ
ぞ れ 別 々 の 基 板 と し て 構 成 さ れ 、 こ れ ら の 基 板 が バ ッ ク プ レ ー ン ５ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
ま た 、 バ ッ ク プ レ ー ン ５ ６ に は 、 プ ロ ー ブ イ ン タ ー フ ェ ー ス 基 板 （ プ ロ ー ブ Ｉ Ｆ 基 板 ） ５
４ も 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 送 信 専 用 基 板 ５ ０ か ら 出 力 さ れ る 送 信 信 号 が プ ロ ー ブ Ｉ Ｆ
基 板 ５ ４ を 介 し て 、 つ ま り 、 図 示 す る 送 信 信 号 の 流 れ ６ ２ で プ ロ ー ブ に 伝 送 さ れ 、 ま た 、
プ ロ ー ブ か ら 出 力 さ れ る 各 振 動 素 子 ご と の 受 信 信 号 が プ ロ ー ブ Ｉ Ｆ 基 板 ５ ４ を 介 し て 、 つ
ま り 、 図 示 す る 受 信 信 号 の 流 れ ６ １ で 受 信 専 用 基 板 ５ ２ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ７ ４ ９ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ４ の 送 受 信 回 路 の 基 板 構 成 、 つ ま り 、 送 信 回 路 と 受 信 回 路 が 別 々 の 基 板 と な る 構 成 で
は 、 物 理 的 に 送 信 回 路 と 受 信 回 路 が 離 れ て 配 置 さ れ て し ま う 。 こ の た め 、 送 受 信 信 号 ラ イ
ン が 引 き 伸 ば さ れ 、 ラ イ ン の ス ト レ イ 容 量 の 増 加 や ラ イ ン 間 の ク ロ ス ト ー ク の 悪 化 な ど が
懸 念 さ れ る 。 ち な み に 、 超 音 波 診 断 装 置 以 外 の 分 野 に お け る 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル に 関 す
る 技 術 が 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に は 、 コ ー ド レ ス ホ ン や 携 帯 電 話 な ど の
無 線 通 信 機 器 に お け る 送 受 信 共 用 の 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 示 さ れ て い る も の の 、 超 音 波
診 断 装 置 に 特 化 し た も の で は な い た め 、 超 音 波 診 断 装 置 特 有 の 送 受 信 回 路 に 関 す る 諸 問 題
は 解 決 さ れ な い 。 例 え ば 、 複 数 の 振 動 子 の 各 々 に 関 す る 送 受 信 信 号 ラ イ ン の 引 き 伸 ば し が
懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 に お け る 新 た な 回 路 構 成 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 好 適 な 態 様 で あ る 送 受 信 回 路 は 、 複 数 の 振 動 素 子
に 送 信 信 号 を 供 給 し て 受 信 信 号 を 取 得 す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 に お い て 、 各 振 動
素 子 ご と に 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 設 け ら れ 、 同 じ 振 動 素 子 に 対 応 す
る 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 隣 接 配 置 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 望 ま し く は 、 同 じ 振 動 素 子 に 対 応 す る 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が パ ッ
ケ ー ジ 化 さ れ た 各 振 動 素 子 ご と の 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 望 ま
し く は 、 前 記 複 数 の 振 動 素 子 は 複 数 の 振 動 素 子 群 に 分 割 さ れ 、 各 振 動 素 子 群 ご と に 送 受 信
回 路 基 板 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 望 ま し く は 、 前 記 各 振 動 素 子 ご と の 送 受 信 回 路 モ ジ
ュ ー ル は 、 そ の 振 動 素 子 が 属 す る 振 動 素 子 群 に 対 応 す る 送 受 信 回 路 基 板 上 に 実 装 さ れ 、 前
記 複 数 の 振 動 素 子 群 に 対 応 す る 複 数 の 送 受 信 回 路 基 板 は 、 互 い に 所 定 の 間 隔 を 空 け て 積 層
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 望 ま し く は 、 前 記 各 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル は 、 電 磁 波 シ ー ル ド
材 で コ ー テ ィ ン グ さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 に お け る 新 た な 回 路 構 成 が 提 供 さ れ る 。 例
え ば 、 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 隣 接 配 置 さ れ る た め 、 送 受 信 信 号 ラ イ
ン が 短 縮 化 さ れ 、 パ タ ー ン 長 を 最 小 限 に 抑 え る 事 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 受 信 回 路 で は 、 各 振 動 素 子 ご と に 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル
と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 設 け ら れ 、 さ ら に 、 同 じ 振 動 素 子 に 対 応 す る 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル
と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ て 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 図 １ に は 、 送
信 回 路 モ ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ た 集 積 回 路 （ ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ
Ｃ ） の 内 部 構 成 図 が 示 さ れ て い る 。 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ は 、 各 振 動 素 子 ご と に 設 け ら れ
、 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ２ と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ４ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ２ に は 、 送 信 回 路 入 力 信 号 ２ １ と し て 送 信 パ ル ス 信 号 が 入 力 さ れ
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る 。 そ し て 、 送 信 パ ル ス 信 号 が 電 力 増 幅 さ れ 、 送 信 回 路 出 力 信 号 ２ ３ と し て 振 動 素 子 駆 動
信 号 が 出 力 さ れ る 。 出 力 さ れ る 振 動 素 子 駆 動 信 号 は 、 そ の 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ２ に 対 応
す る 振 動 素 子 へ 供 給 さ れ る 。 な お 、 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ２ に は 、 電 力 増 幅 の 特 性 を 設 定
す る 制 御 信 号 （ 例 え ば 、 送 信 回 路 バ イ ア ス 入 力 信 号 ２ ２ な ど ） の 入 力 端 子 が 設 け ら れ て も
良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ４ に は 、 受 信 回 路 入 力 信 号 ２ ４ と し て 振 動 素 子 の 出 力 信 号 が 入 力
さ れ る 。 振 動 素 子 か ら 出 力 さ れ る 受 信 信 号 は 微 弱 な 電 気 信 号 で あ る た め 、 受 信 回 路 モ ジ ュ
ー ル １ ４ に お い て 電 力 増 幅 さ れ 、 受 信 回 路 出 力 信 号 ２ ６ と し て 出 力 さ れ る 。 つ ま り 、 受 信
回 路 モ ジ ュ ー ル １ ４ は 、 対 応 す る 振 動 素 子 に 関 す る 受 信 信 号 を 出 力 す る 。 な お 、 受 信 回 路
モ ジ ュ ー ル １ ４ に は 、 電 力 増 幅 の 特 性 を 設 定 す る 制 御 信 号 （ 例 え ば 、 増 幅 度 制 御 信 号 ２ ５
な ど ） の 入 力 端 子 が 設 け ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ハ イ ブ リ ッ ト Ｉ Ｃ １ ０ は 、 基 板 実 装 後 に 送 信 回 路 の 出 力 パ タ ー ン と 受 信 回 路 の 入 力 パ タ
ー ン が 接 続 さ れ る 事 を 考 慮 し て 、 送 信 回 路 出 力 信 号 ２ ３ の 端 子 と 、 受 信 回 路 入 力 信 号 ２ ４
の 端 子 が 向 き 合 う よ う に 配 置 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 配 置 方 法 に よ り 振 動 素 子 ま で の
送 受 信 信 号 ラ イ ン を よ り 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 振 動 素 子 ご と の 送 受 信 回 路 を モ ジ ュ ー ル 化 し て ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ と し た こ と で 、
他 の 超 音 波 診 断 装 置 へ の 流 用 も 可 能 に な る 。 ま た 、 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ を 電 磁 波 シ ー ル
ド 材 で コ ー テ ィ ン グ す る こ と に よ り 、 外 来 か ら の ノ イ ズ 混 入 を 防 ぎ 画 像 に 発 生 す る ノ イ ズ
対 策 や Ｅ Ｍ Ｃ 対 策 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 送 受 信 回 路 基 板 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０
は 、 各 振 動 素 子 群 ご と に 設 け ら れ る 。 つ ま り 、 プ ロ ー ブ 内 の 複 数 の 振 動 素 子 が 複 数 の 振 動
素 子 群 に 分 割 さ れ 、 そ の 振 動 素 子 群 ご と に 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ が 設 け ら れ る 。 送 受 信 回 路
基 板 ３ ０ に は 、 複 数 の ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ お よ び 複 数 の 送 信 波 形 発 生 器 ３ ２ が 実 装 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ は 、 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ に 対 応 す る 振 動 素 子 群 内 の 各 振 動 素 子
に 対 応 し て い る 。 図 ２ の 例 で は 、 縦 に ８ 個 、 横 に ４ 列 、 合 計 ３ ２ 個 の ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １
０ が 実 装 さ れ て い る 。 つ ま り 、 こ の 受 信 回 路 基 板 ３ ０ が 、 ３ ２ 個 の 振 動 素 子 （ 振 動 素 子 群
） に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ の 各 列 （ 縦 の ８ 個 ） ご と に 送 信 波 形 発 生 器 ３ ２ が 設 け ら
れ て い る 。 各 送 信 波 形 発 生 器 ３ ２ は 、 対 応 す る ８ 個 の ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ の 各 々 に 供 給
す る 送 信 パ ル ス 信 号 を 発 生 す る 。 図 １ を 利 用 し て 詳 述 し た よ う に 、 こ の 送 信 パ ル ス 信 号 が
、 各 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ に お い て 電 力 増 幅 さ れ て 振 動 素 子 駆 動 信 号 と し て 振 動 素 子 へ 出
力 さ れ る 。 な お 、 各 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ か ら 出 力 さ れ る 振 動 素 子 の 出 力 信 号 に 対 し て 信
号 処 理 を 実 行 す る 受 信 処 理 回 路 が 、 必 要 に 応 じ て 、 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ 内 に 設 け ら れ て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 送 受 信 回 路 の 全 体 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 図 ３ の （ Ｂ ）
に は 、 複 数 の 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ が バ ッ ク プ レ ー ン ４ ０ に 接 続 さ れ た 送 受 信 回 路 部 分 が 示
さ れ て い る 。 図 ３ の （ Ｂ ） に お け る 各 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ は 、 図 ２ を 利 用 し て 詳 述 し た 、
３ ２ 個 の 振 動 素 子 （ 振 動 素 子 群 ） に 対 応 し た 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ で あ る 。 図 ３ の （ Ｂ ） で
は ３ 枚 の 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ が 互 い に 所 定 の 間 隔 を 空 け て 積 層 さ れ て い る 。 そ し て 、 基 板
間 の 空 隙 を 利 用 し て ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ が 各 基 板 に 実 装 さ れ る 。 こ の た め 、 ハ イ ブ リ ッ
ド Ｉ Ｃ １ ０ は 板 状 に 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 、 Ｉ Ｃ の パ ッ ケ ー ジ と し て 一 般 的
に 利 用 さ れ る Ｓ Ｉ Ｐ （ シ ン グ ル イ ン ラ イ ン パ ッ ケ ー ジ ） な ど が 好 適 で あ る 。 ハ イ ブ リ ッ ド
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Ｉ Ｃ １ ０ が 基 板 間 の 空 隙 を 利 用 し て 基 板 に 立 て て 実 装 さ れ る た め 高 密 度 実 装 が 可 能 に な る
。 し か も 、 図 ３ の （ Ａ ） に 示 す エ ア フ ロ ー の 向 き ３ ４ に 沿 っ て 、 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ １ ０ の
冷 却 エ ア フ ロ ー を 流 す こ と に よ り 、 エ ア フ ロ ー の 流 れ を 遮 る こ と な く 冷 却 効 果 を 向 上 さ せ
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ の （ Ｂ ） に は 、 ３ 枚 の 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ が 示 さ れ て い る 。 各 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０
は ３ ２ 個 の 振 動 素 子 に 対 応 す る た め 、 ３ 枚 の 基 板 で 合 計 ９ ６ 個 の 振 動 素 子 を 制 御 で き る 。
も ち ろ ん 、 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ の 枚 数 は ３ 枚 に 限 定 さ れ ず 、 送 受 信 回 路 基 板 ３ ０ の 枚 数 を
増 や す こ と に よ り 、 さ ら に 多 く の 振 動 素 子 を 制 御 す る こ と が 可 能 に な る 。 つ ま り 、 本 発 明
に 係 る 送 受 信 回 路 は 、 振 動 素 子 数 に 応 じ た 設 計 変 更 が 容 易 で あ り 拡 張 性 の 面 で も 優 れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ち な み に 、 図 ３ の （ Ｂ ） の バ ッ ク プ レ ー ン ４ ０ に は 、 送 受 信 回 路 部 分 以 外 の 基 板 、 例 え
ば 、 プ ロ ー ブ イ ン タ ー フ ェ ー ス 基 板 な ど が 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の 送 受 信 回 路 に よ り 、 次 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 般 的 に 、 送 受 信 信 号 パ タ ー ン が 引 き 伸 ば さ れ パ タ ー ン 容 量 が 増 大 す る と 、 振 動 素 子 の
出 力 信 号 の ア ン プ と し て 低 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス の プ リ ア ン プ を 使 用 し た 場 合 、 受 信 信 号 Ｓ
／ Ｎ の 悪 化 に 繋 が っ て し ま う 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 送 受 信 回 路 で は 、 送 信 回 路 モ
ジ ュ ー ル と 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル が 隣 接 配 置 さ れ て 送 受 信 信 号 ラ イ ン を 短 縮 化 し パ タ ー ン 長
を 最 小 限 に 抑 え る 事 が 可 能 と な り パ タ ー ン 容 量 も 低 減 で き た た め 、 受 信 信 号 Ｓ ／ Ｎ の 悪 化
を 抑 え る こ と が で き る 。 送 受 信 信 号 パ タ ー ン が 引 き 伸 ば さ れ パ タ ー ン 容 量 が 増 大 す る と 、
送 信 回 路 の 負 荷 が 重 く な り 送 信 信 号 の 歪 み が 増 大 す る が 、 本 実 施 形 態 で は 、 パ タ ー ン 容 量
を 低 減 で き る た め 送 信 信 号 の 歪 み を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 パ タ ー ン 長 が 短
く な る た め パ タ ー ン 間 の 距 離 を 大 き く 取 る こ と も 可 能 に な る 。 パ タ ー ン 間 の 距 離 を 大 き く
取 る こ と で 、 各 送 受 信 チ ャ ン ネ ル 間 の ク ロ ス ト ー ク 性 能 が 向 上 し 画 質 の 分 解 能 が 向 上 す る
。 ま た 送 信 音 場 の サ イ ド ロ ー ブ も 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 送 受 信 回 路 基 板 の ス ロ ッ ト 間 の 空 間 を 利 用 し て ハ イ ブ リ ッ ド
Ｉ Ｃ が 実 装 さ れ る た め 、 送 受 信 回 路 基 板 の 面 積 や 基 板 枚 数 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る
。 ま た 、 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル を ハ イ ブ リ ッ ト Ｉ Ｃ 化 す る こ と に よ り 、 送 受 信 回 路 基 板 の
層 数 が 低 減 さ れ コ ス ト ダ ウ ン に も 繋 が る 。 ま た 、 送 受 信 回 路 基 板 の パ タ ー ン 配 線 が 容 易 に
な り 他 の 超 音 波 診 断 装 置 へ 流 用 し た 場 合 の 性 能 の 均 一 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 送 信 専 用 の 基 板 と 受 信 専 用 の 基 板 が 別 々 に 設 け ら れ て い た た
め 、 超 音 波 診 断 装 置 の チ ャ ン ネ ル 数 （ 振 動 素 子 数 ） を 増 減 さ せ る 際 、 基 板 を 製 作 し 直 す 必
要 が あ っ た 。 本 実 施 形 態 で は 、 送 受 信 が ペ ア と な っ て い る 構 成 の 送 受 信 回 路 基 板 と す る こ
と に よ り 、 チ ャ ン ネ ル 数 の 増 減 に 基 板 の 枚 数 の 増 減 で 対 応 で き 、 開 発 工 数 の 削 減 に 繋 が る
。 な お 、 ハ イ ブ リ ッ ト Ｉ Ｃ 実 装 技 術 を 利 用 す る こ と に よ り 、 モ ノ リ シ ッ ク Ｉ Ｃ を 製 作 す る
よ り 低 コ ス ト で 上 述 し た 各 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 あ ら ゆ る 点 で 単
な る 例 示 に す ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 送 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 送 受 信 回 路 基 板 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 送 受 信 回 路 の 全 体 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 送 受 信 回 路 の 基 板 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ０ 　 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ 、 １ ２ 　 送 信 回 路 モ ジ ュ ー ル 、 １ ４ 　 受 信 回 路 モ ジ ュ ー ル 、 ３
０ 　 送 受 信 回 路 基 板 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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